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自己紹介です

• 新潟労災病院、上越総合病院で約14年間勤務
 一人常勤医として手術を施行

• 昨年の本研究会で「内視鏡を用いた経外耳道中耳
 手術の手技と工夫」を発表

• 平成21年10月開業しました

• 開業後、オープンシステムで手術を行うことを想定

• 周辺人口
 

は約29万人

（上越市20.3万
 

妙高市3.6万
 

糸魚川市4.7万）



画像ファイリングシステム
 

（モリタ製作所
 

i-view）
 電子カルテ （サンヨー

 
Medicom-HR）

 
を導入



コーンビームＣＴを導入
 （3D Accuitomo

 
モリタ製作所

 
）



XYZスライスや
 3Dボリュームレンダリング像のダイナミックカット

 手術のバーチャルイメージングに有用



開業後
 病院側からオープンベッドに

 対応できないと連絡あり
 

そこで・・・
 クリニック設備を発展させた形で

 日帰り手術をおこなう方向を検討



まずは
 

物理的に可能かどうかを検討



診療室は広く
 手術に必要なスペースは十分



診療室横に多目的相談室あり

術前控え室として使用可能



診察室内のベッドを術後観察に使用可能



スタッフは？
 病院

 
耳鼻科外来・内視鏡室での

 豊富な勤務経験あり
 

ＯＫ



導入した手術機器



内視鏡システム

・STORZ
 

telecam
 

DXⅡ

と硬性鏡を導入

・光源は顕微鏡用を使用

・PENTAXスコープ光源も

アダプタで使用可能



シェーバーシステム

XPS microと吸引器を導入

先端はハイグレードなものと同じ

ローコストでも十分な性能



他に導入したもの

生体モニタ
 

ＡＥＤ

消毒用アルコール噴霧器



外来診療システムの手術への応用



画像ファイリングと電子カルテの有効利用

１
 

ＴＶモニタ
 

内視鏡手術モニタとして

２
 

画像ファイリング
 

術中画像の記録

３
 

電子カルテ
 

手術記録・コスト請求

４
 

ネット予約用パソコン
 

ＣＴ確認



術中モニタと画像記録

ＴＶモニタ
→

 
内視鏡モニタとして
十分な性能

画像ファイリングシステム
→

 
術中映像記録に便利



動画・静止画を保存可能

ＣＴ

術前内視鏡

術中静止画

術中動画



ファイリングシステムで作成した手術記録

プリントアウトして患者さんへお渡しできる



画像ファイリングシステムを術中記録に使うため
ＣＴデータとビュアソフトを外部へ出力することに

ＣＴ確認は外部パソコンで

汎用パソコンへ



出力したＣＴデータとビュアソフト

WindowsＸＰ以降に対応





電子カルテ上の手術記載例

診療記録

コスト



手術専用コストシートを作成

手術

点滴静注
麻酔薬剤他



麻酔の工夫



日帰り手術を成功させるために

意識清明で出血疼痛なく帰宅していただく

１
 

麻薬は？

麻薬保管金庫の設置が必要

取り扱いが厳しいため使用せず

２
 

ボスミンキシロカイン表面麻酔を積極使用

術前
 

表面麻酔

術中
 

止血と鎮痛

術後のパッキングガーゼにも使用



術前から術後までの使用薬剤

術前
 

1時間前
 

鼻内へ表面麻酔ガーゼ留置

0.1%ボスミン
 

+ 4%キシロカイン

スルペラゾンキット
 

1g    点滴

30分前
 

ロピオン
 

+ 生食100ml   点滴

消毒
 

0.02%ヘキザック水

術中
 

局所麻酔
 

0.5%キシロカイン
 

+ 20万倍ボスミン

止血鎮痛
 

ボスミンキシロカインガーゼ

術後
 

ベスキチンタンポンによるパッキング

(アクロマイシン軟膏
 

+ ボスミンキシロカイン)

処方
 

抗生剤
 

鎮痛剤
 

止血剤



他の準備薬剤
 

と
 

麻酔記録

準備薬剤

不穏時
 

ホリゾン

ホリゾン使用時
 

アネキセート

血圧上昇時
 

ペルジピン

血圧低下時
 

エフェドリン

徐脈時
 

アトロピン

麻酔記録

ペンで記載し

スキャナで

電子カルテへ取り込み



実 績

• 手術開始
 

平成22年2月25日

• 手術対象
 

ＥＳＳまたは鼻茸摘出術

経外耳道鼓膜形成術を追加

• 手術日
 
木曜午後

 
週一件

5月から
 

火曜午後を追加

• 手術予約
 

6月中旬で9月末まで

• 術後トラブル
 

手術当日なし

タンポン抜去後の出血
 

一例

電気焼灼を追加



ま と め

• 外来診療システムを発展させて、局麻日帰り手術
 をおこなう工夫を報告した

• 広い診察室と経験豊富なスタッフに恵まれたこと
 が幸いした

• コーンビームＣＴは手術イメージングに有用

• 画像ファイリングシステムも術中画像記録に有用
 （入力・編集・出力が簡単）

• あえて麻薬を使わず、患者の意識をクリアに保つ
 ことが、手術の安全につながる印象

• 人口が少ない上越でも日帰り手術の需要は多い
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